
 

関
山
演
習
場
で
強
行
さ
れ
て
い
る

日
米
共
同
訓
練
は
や
め
て
ほ
し
い

と
、
４
日
、
反
対
市
民
集
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

集
会
に
は
、
新
潟
市
や
長
野
県
な

ど
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
市
内
外

か
ら
６
５
０
人
が
つ
ど
い
、｢

危
険

な
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
は
来
る
な｣

と
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

集
会
を
企
画
し
た｢

オ
ス
プ
レ
イ

来
る
な
！
日
米
共
同
訓
練
反
対
県
民

集
会｣

実
行
委
員
会
で
、
牧
田
正
樹

市
議
会
議
員
と
と
も
に
事
務
局
を
担

当
し
た
上
野
こ
う
え
つ
議
員
は
、

｢

短
期
間
の
取
り
組
み
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
だ
け
の
市
民
が
強
い
関

心
を
持
っ
て
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
昨

年
来
の
市
民
と
野
党
の
共
同
の
高
ま

り
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
力
で
、
ア

メ
リ
カ
べ
っ
た
り
、
憲
法
無
視
の
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
み
た
い｣

と
語
り
ま
し
た
。 

 

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
後
、

市
役
所
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。
行
進

で
は
、
沿
線
の
市
民
が
隊
列
に
手
を

振
る
姿
も
見
ら
れ
、｢

戦
争
準
備
は
イ

ヤ｣

と
い
う
思
い
を
多
く
の
市
民
が
抱

い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
ア
ピ
ー
ル
の
要
旨
は
、
次
の

通
り
で
す
。 

 

市
民
の
み
な
さ
ん
、
３
月
６
日
か
ら
17

日
の
12
日
間
に
わ
た
っ
て
、
関
山
演
習
場

な
ど
で
日
米
合
計
約
７
５
０
人
が
参
加
す

る
大
掛
か
り
な
共
同
軍
事
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
訓
練
に
は
、
新
型
輸
送
機
Ｍ
Ｖ

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
昨
年
12
月
の
沖
縄
の

事
故
以
来
初
め
て
参
加
し
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
軍
事
訓
練
は
、
戦
争
法
を
は
じ

め
と
す
る｢

日
本
が
戦
争
で
き
る
国
づ
く

り｣

の
一
環
と
し
て
日
米
軍
事
同
盟
の
強
化

と
一
体
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
平
和

と
安
全
に
と
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。 

 

２
月
１
目
に
は
、
平
和
団
体
な
ど
10
団
体

が
、
防
衛
省
対
し
て
訓
練
中
止
を
強
く
求

め
る
と
と
も
に
、
妙
高･
上
越
両
市
に
対
し

て
訓
練
中
止
を
求
め
る
よ
う
に
要
請
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
両
市
は
異
例
と
も
い

え
る
３
度
に
わ
た
る
申
し
入
れ
を
自
衛
隊

に
対
し
て
行
い
ま
し
た
が
、
防
衛
省
な
ど
は

こ
れ
に
全
く
応
え
な
い
ば
か
り
か
、
飛
行

ル
ー
ト
さ
え
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
。 

 

機
体
に
構
造
的
欠
陥
を
抱
え
た
オ
ス
プ
レ

イ
は
こ
れ
ま
で
墜
落
事
故
に
よ
り
42
人
も

の
死
者
を
出
し
て
い
る
ほ
か
、
沖
縄
で
の
墜

落
事
故
原
因
す
ら
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
関
山
演
習
場
の
近
く
に
は
、
小
中
学

校
、
保
育
園
、
住
宅
地
や
観
光
地
が
あ
り
、

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が
上
空
を
飛
ぶ
こ
と

は
絶
対
に
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

よ
っ
て
私
た
ち
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加

す
る
こ
の
日
米
共
同
訓
練
を
中
止
す
る
こ

と
を
集
会
参
加
者
全
員
で
確
認
す
る
と
と

も
に
、
平
和
を
求
め
る
県
民
の
名
に
お
い
て

強
く
求
め
ま
す
。 

 ３月議会の厚生常任委員会で、斎場のあ

り方が審議されました。 

 居多に建設が計画されている新上越斎場

が完成する際に柿崎区の頸北斎場を廃止す

るという方針には、地元の地域協議会など

から多くの反対意見が出され、それを受け

た市の新しい方針が示されました。 

 新しい方針は、｢新上越斎場はゼロベース

から再検討する｣｢頸北斎場は少なくとも耐

用年数までは維持・管理を続け、その後の

ことはあらためて検討する｣というもので、

市民の要望に応えるものです。 

 一方、中郷区と板倉区の市民が使用して

いる経塚斎場は、上越･妙高両市の共同管理

から妙高市に移管され、妙高市民以外は市

外料金となります。そこで上越市は、中郷

区と板倉区の市民についてはこれまで通り

市内料金で使えるように差額を補填すると

しています。しかし、｢新上越斎場が完成す

るまで｣という条件付きです。 

 平良木議員は、｢頸北斎場は新上越斎場の

完成後も維持管理を継続し、使用できるよ

うにするということだが、一方で経塚斎場

は新上越斎場完成とともに実質的に使えな

くするのでは、整合性がない。経塚斎場

の使用への助成も継続すべきではない

か｣と指摘しました。 

 これに対して、市当局は、｢頸北斎場

の使用との整合性もあり、経塚斎場の使

用助成の期限も再検討する｣と答えまし

た。 

 
 
 

Ｎｏ．５３７ ２０１７年３月１２日  
 

連 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
絡 橋本 正幸 080-1980-9855 (三和区鴨井) 
先 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
  平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

３月１３日(月)9:00～ 

関山演習場前 
 たくさんの人の参加で、

｢危険なオスプレイの訓練参

加反対｣の声をあげましょう！ 


